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主る 駅 こは ゐ な い の で 不 便 で す。 又 ウ ミ エ ラ 竜ゐ る き うで す が ， 私 は 探 集 し捜

せ ん で し た。 その 外 に 夜光 蟲 も勿論 ゐ R す 。

　 以 上 だ け で すが 、 こ の 狹 い 小 島の 周 圍 に、 こ れ だ けの 光 る動 物 を 觀察 す る こ

とが 娼來 た の は 、 私に 取つ て は 思 m 掛 け な い こ とで した
。

又 丘 氏 の 話 に よ b ま

す と 、
ピ ロ ソ ヤ 竜時 々 館 山 の 海岸に 來 る さ う で す 。 水母 類 だつ て 、 光 る の が 大

分 來 る 曳し い の で す 。 殘 念 な こ とに は 高 島の 附近 の faUlla が 研 究 され て ゐ 捜

せ ん 。 こ れ か ら少 しや る とい ふ 計畫 らし い の で す が 。 兎 に角 特來 高 島附近の光

る動 物 は 大 い に 望 が あ る と思 つ て 喜 ん で ゐ ま す 。 　 　 　 　 （11 月 2 日夜 ），

粉蝶類 の 幼蟲期 に於 け る雌 雄鑑別 に就 て

飯　　塚 武

　 大 正 拾 五 年余 は f モ ン シ ・・ テ フ 」 亙 ぴ 「ス ヂ ク ロ テ フ 」 の 幼 蟲を飼 育 し始 め た

が 同 年秋 末 に i至 て幼 蟲の 第 八 及 び 第九環 節 に亙 て 背 面 の 皮膚 を透 して
一

對 の 黒

色 體 を認 め 得 る もの 數頭 を 發 見 し た 。 爾 後 L の 黒 色體 を 有 す る 幼 蟲 と有 せ ぎ る

幼 蟲 と を全 く隔 離 して 飼 育 を續 け た の で あ る
。 大 正 拾 五 年拾 月 に 欝 化 した 竜の

が 蛹 の 駿 態 で 越 冬 して 翌 年 四 月 に 羽 化 した もの を見 る と前 記 の 黒 色醴 を 有せ し

竜の は 悉 く雄 性 で あ b 、 然 らざ る 竜の は 雌 性 で あ つ た
。 余 は 螂 こ於 て 「 モ ン シ

V テ フ 」 は 幼蟲期 に 於 て 既 に 肉 眼 を 以 て 其雌 雄 を鑑 甥 し得 る こ との 確信 を得 た

の で あ る
。 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ．

　昭 和貳年 に は 更 に 多 數 の 幼 蟲 を孵化 せ し て あ 室 内飼 育 と屋 外放 養 とに ょ b て

此 の 實驗 を績 け 、

一
方 に 於 て は 生 體 解鋼 と顯 微 鏡的 斷片標 本 とに よ b て硯 究 し

て 其 黒 色體 は 雄 性 生 殖 器 （睾 丸）で あ る こ と を 確 あ た ． 其
一

例 を舉 げ れ ば 昭和 貳

年 四 月貳拾
一

日 に 孵 化 し た 幼蟲 が五 月三 日乃 至五 日に 於 て 四齡 期 に 達 した 際 明

か に 睾 丸 を透 見 し て 雌 雑 の 豫 測 を 行 つ た
、 夫 れ が 五 月拾 五 日 と拾 六 日 と に 蛹化

即

　 　 　 　 　 　 さ

　 「モ ソ シ 騨 デ フ 」

　 幼蟲 の 背面 圖

し洞 月貳拾 七 日 乃 至 貳拾 九 目 に 弱 化 しtaが 悉 く豫 測通 うで あつ

尢
。 更 に 他 の 材 料 に よ b て幼 蟲 の 三 齢 期 に於 て 萌 か に雌 燈 を鑑

別 して 誤 うが 無 か つ た の で あ る
。

「ス ヂ f7　 V テ フ 」に 於 て 竜同様

幼 蟲の 三 齡 期 に 至 れば 明 瞭 に 雌 雄 を鑑 嬲 し得 だ の で ある 。

　生 體 解剖 と斷 片 檢鐙 一 幼 蟲 の 背壁 を縱 に 切 b て 左 右 に 開 く

時 は 第八 及 び 第九環 師 に 亙 うて一 對 の 睾 丸 を見 る が之 を精 細に

強 す る 時 は睾 丸 は 各飭 後 に竝 ん で 居 る 四翻 の 小嚢 駿 をな し た 竜

の か ら威 立 つ て 居 る 而 して 四 個の 小 嚢は．EPち精 嚢 で あ る
。 更 に

睾 丸 を圃定 し て斷片標本 を造 つ て 見 だ ら四 佃の 精 嚢 は 各 精 嚢被
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膜 を以 て 包 ま れ 、 更 に 其 外 圍は 共 同 被膜 を 以 て 包 ま れ て 居 b其 精 嚢内 に は 原 鯖

細 胞 が 充滿 し て 居 る の を見 た の で あ る
。

●

概 括

　 （第 一
）「 モ ン シ ロ テ フ 」 及 び 厂 ス ヂ ク ロ テ フ 」 に あ つ て は 幼 蟲期 の 第三 齢 以後

に 於 て は 生 體觀察 に よつ て 其 雌 雄 性 を 明確 に 鑑 別 し得 る もの で あ る。 （第二 ）幼 ．

蟲 體 を 透 射光 線 に よ つ て觀 察 す る 時 、 其 第 八 環 篩 よ b 第九 環 節 に 亙 う て一 對 の

長 い 黒色 體 を認 め る 竜の は 雄 性 で あ う 、 此 等 の 黒色 體 を 認 め な い もの は 雌 性 で

あ る
。 （第三 ）此 等 の 黒 色 體 は 雄 性生 殖 器 即 ち睾 丸 で あ る

。
（第 四 ）此 鑑 別 を な す

に は 幼蟲 の 脱 皮直後 を 以 て 最 竜好 時期 とす る の で あ る
。 （完 ）

　　　　　　　　　　　　　 （昭 和 二 年十 二 月十 七 日　 東 京 に於 て 記 す ）

圖 の 挿入 箇所及 び 配置 に就 い て の 考察

大 島 廣

挿 圏 に 就 い て

　學術 上 の 著 書 や 論文 で 本 文 の 中 に 入 れ る挿 圖 の 位 置 を見 渡 す に 、 何 等
一 定 の

方 針 に 從 は ず 、
一 向 ゐ か ま ひ 無 しに 、 寛大 に 、 印刷 屋 任 せ の 人 が 多 い 樣 に 見 受

け られ る 。 その 印刷 屋 な る もの が 大 て v は 出 鱈 目に や つ て 居 る の で は 無 い か と

思 は れ る場合 が 多 い
。

　外 國 の 書物 の 中 で 、 此 の 挿 圖の 位 置 を吟 味 し て 入 れ て あ る 竜 の を見 る と、 大

凡 次 の 如 き規 則 が あ る樣 で あ る
。

　（1） 圖の 幅 が 頁 の 全 幅 に 亙 らず 、 その 横 に優 に 文 字 を組 み 入 れ られ る 程 の 餘

裕 の あ る 場 合 、 此 の 圜 は 必 ず 頁 の 遊離縁 に近 く置 く。 帥 ち、 奇 數 頁 で は 右 端 に 、

偶 數 頁 で は 左 端 に 。

　（2） 同
一

の 頁 に 斯 か る 程 度 の 大 きさ の 圖 が 二 つ 以 上 現 れ る場 合 に は 、 第一 を

前條 に 據 つ て 遊 離 縁 に 近 づ け 、 …爽の 圖 は 彼 の 下 方 、 且 つ 反 封 の 、 皀卩ち綴 ぢ 目に

近 い 端 に 、 即 ち奇 數 頁 で は 左 端 、 偶 數 頁 で は 右 端 に 置 く。 更 に 第三 の 圖 が あ る

時 は 、
之 は 再 び 第

一 の 具 下 、 皀Pち遊 離 縁 の 側 に 置 く。 以 下 之 に 準 じて 交 互 の 位

置 を と る 。 頁 輻 の 中間 に 置 い て そ の 兩側 に 文 字 を 入 れ る 事 を しな い
。

　（3） 頁 の 全 輻 を占 め る程 横 に 廣 い 圖 は 勿 論問題 は な い
。 けれ ど も若 し斯楼 な

もの が 上 邇 の 如 き幅の 狹 v 澗 の 若干 と入 れ混 つ て 現 れ る 揚 合 は ど ヲす る か と云

ム に 、 此 の 幅廣 き圖 の 存 在 は 第二 條 の 配列 に 影 響を興 へ な v
。 言 ひ 換 へ れ ば 、

か Y る 圖 の 存 在 を 無親 し て幅 の 狹 い 圖 の み の 相 互 の 位置 を考 へ れば宜 い
。
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